
久喜市路上喫煙の防止に関する条例（仮称・案）の概要 

 

○目的 

 路上喫煙は、周囲への配慮などといったマナーを遵守しないことで、たばこの火により

周囲の人に火傷を負わせたり、衣服などを焦がしたりしてしまうほか、その煙で周囲の

方々に不快な思いをさせたり、受動喫煙による健康被害も懸念されます。特に子どもや妊

婦への影響は大きなものがあります。 

  これらのことは、喫煙マナーを守ることで防ぐことができます。この条例は、市、市民

等及び事業者の責務を明らかにし、一定のルールを定めることで、喫煙マナーを身につけ、

同時に生活環境の美化意識を向上させ、市民等の安全で快適な生活環境を確保することを

目的としています。 

 

○定義 

 (1) 路上等  …道路、公園、駅前広場その他の屋外で不特定多数の者が自由に出入し

利用できる公共の場所を指します。 

 (2) 路上喫煙 …路上等においてたばこを吸うことをいうほか、火のついたたばこを持

つ行為そのものも含みます。また、歩行中はもちろんですが、自転車及

び原動機付自動二輪車を含む自動二輪車に乗車中の喫煙も含みます。 

 (3) 受動喫煙 …他人が喫煙するたばこの煙を吸うことをいいます。たばこの煙とは、

火のついたたばこそのものから発生する煙及びたばこを吸っている者

の呼気を指します。 

 (4) 市民等  …市内の居住者や、通勤、通学、買い物、旅行など、市内に滞在したり

通過したりする全ての者を対象としています。 

 (5) 事業者  …市内で事業活動を行う全てのものをいいます。事業活動とは、営利の

是非を問いません。法人、団体、自治会等の集団及び個人で活動する全

てものを事業者としています。 

 

○市の責務 

  条例の趣旨や目的、ルールの周知又は啓発活動など、実際に条例を有効なものとするた

めに必要な施策を行うことを責務としています。また、市民等又は事業者が行う活動のう

ち、条例の目的達成を促進するものと考えられる啓発活動について、物的又は人的な支援

を行います。 

 

○市民等の責務 

市民等は、路上等において路上喫煙をしないよう努力しなければなりません。ただし、

喫煙場所での喫煙や、路上喫煙禁止区域以外の場所で吸殻を収納するための容器を使用し、

立ち止まって喫煙する場合は除外されます。またその上で、鉄道駅周辺やバス停周辺など

の混雑した場所、児童、生徒の利用が想定される場所において、自らの喫煙により受動喫

煙又は火傷その他の被害を生じさせることのないよう配慮しなければなりません。これは、



当条例が路上喫煙を一様に制限するものではなく、喫煙マナーを身に付け、向上させると

いう目的に基づくものです。 

また、市民等は、互いに協力して路上喫煙の防止のための活動に取り組むとともに、市

が実施する施策に協力するよう努めるものとしています。 

 

○事業者の責務 

  従業員や事業活動を行う人に対し、朝礼や会議など人が集まる場において、日ごろから

喫煙マナーについての啓発を行い、併せて市が実施する施策に協力するよう努める旨を責

務として規定しています。 

特に、たばこの製造や販売など、たばこを供給、提供する立場にある事業者は、喫煙者

に喫煙マナーを普及させる社会的責任を負うと考えられることから、特に路上喫煙におけ

る自主的なマナーの啓発をおこなうことを努力義務として規定しています。 

 

○路上喫煙禁止区域の指定 

  市長は、特に必要があると認める区域を路上喫煙禁止区域（以下、「禁止区域」）として

指定することができるものとしています。 

 

○禁止区域内における路上喫煙の禁止 

  何人も、禁止区域内において路上喫煙をしてはなりません。ただし、市長が喫煙場所と

して指定した場所は除外されます。 

 

○指導 

  市長は、禁止区域内において路上喫煙をした者に対して、路上喫煙をしないよう指導す

ることができます。 

 

○罰則 

  禁止区域内において路上喫煙をし、かつ指導に従わなかった者は、２万円以下の過料が

科されます。 

 

 

★路上喫煙禁止区域の指定箇所について 

  市内において、歩行者等の往来が多く、路上喫煙をすることにより周囲に被害や迷惑を生じさ

せる可能性が特に高いと思われる箇所として、各鉄道駅（久喜駅、鷲宮駅、東鷲宮駅、栗橋駅、

南栗橋駅）の周辺があります。これらの箇所について、今後、状況を確認していくとともに、路上

喫煙禁止区域の指定について検討していきます。 


